
新潟市で日本海に注ぐ大河信濃川，その河口部の水面に

美しい姿を映じている橋がある。日本海と河口の雄大な風

景に対しては威風堂々と，しかしこの橋と接する人々に対

しては軽快で温和な印象を与えている。万代橋である。

美しさの秘密

昭和の初期，田中豊に会って新しく信濃川に架けられた

万代橋の軽快でバランスのとれた美しさを語っていた内海

清温に対して，田中豊が「よく気がついてくれた。そこが

設計上最も苦心したところだ。その秘密はアーチ頂点に当

るところの厚さと，路版（路面）の厚さとを，構造力学の

許す極限まで薄くした点にある。」と明快に説明したよう

に，アーチクラウン部が心許ないほど薄くできている。

さらによく見ると，航路を確保するために持ち上げられ

た滑らかな放物線の路面線形に沿うように，6,連のアーチ

の大きさが，両岸に向かって少しずつ小さくなり，安定感

とリズム感を与えている。不思議なことに，近づいて行っ

ても威圧感はほとんど感じられない。

優れた橋梁に与えられる，土木学会田中賞の田中豊のこ

とをご存知の方は多いことと思う。当時，復興局に勤務して

いた田中豊のもとに，万代橋の設計委託の話が持ち込まれ

たのは,1926（大正,15）年,5,月，田中豊が,38歳,の時であった。

22メートルの秘密

大正期の新潟市は，港湾や鉄道などの整備が進むにつれ

て，中心市街地や工業地帯などとの結びつきの強化が急務

となり，将来を見すえた都市形態の構想が作り上げられた

大切な時期であった。この中で万代橋は，新潟市の東西の

交流を支えるきわめて重要な幹線上に位置し，近代都市へ

と脱皮するための象徴的な存在であった。計画は,2,車線だ

が総幅員は,22,m,もある。これは電鉄会社が，新潟駅から

県庁（今の新潟市役所の位置）の間に電車を走らせる計画

を立て，橋の建設費のうち軌道敷分を寄付する形で参加し

たことによる。しかし，その後の資金難から軌条は敷設さ

れることはなかったが，この,5.5,m,の軌道敷部分は後世の

モータリゼーションに伴う新潟市の発展に大きな貢献をす

ることとなったのである。

このような広い幅員の永久橋を実現に近づけた背景に

は，わが国治水事業で忘れてはならない大河津
おおこうづ

分水路があ

り，これによって信濃川の河状整理が実施され，770,m,も

の川幅が,270,m,となることが確実なものとなっていた。橋

の建設が経済的にも現実的なものになるだけではなく，東

西両岸のまちの距離が縮まり一体的なまちづくりが可能に

なることであり，地域の期待がますます高まっていったの

である。

このような経緯を経て，いよいよその技術的な課題の解

決が，田中豊をはじめとする復興局の技術者たちに託され

たのである。

強さの秘密

川幅は狭くなったとはいえ,270,m,もあり，県都の門たる

べき橋梁である。新たに挑戦する橋の壮大なイメージを，

脳裏に描きはじめた田中豊は，筆頭技師の成瀬勝武と検討

を重ねて，地盤条件のために隅田川では実現できなかった

コンクリート充腹アーチ橋を，万代橋の形式として選定し

た。耐震設計の手法が確立されていなかった当時，関東大

震災の時に何事もなかったかのように被害を免れた日本橋

や二重橋のアーチの強さが，この形式とした理由のひとつ

であった。

田中豊から実施設計を命じられたのは，弱冠,24,歳の福
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信濃川河口と日本海を望む（手前：万代橋，奥：柳都大橋） 2002（平成14）年5月
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国土交通省北陸地方整備局　新潟国道事務所長

万代橋
ばんだいばし

の秘密



田武雄である。福田武雄は，東京の日本橋川に架かるフィ

ーレンディール形式の豊海橋の難解な設計を，見事にやり

遂げていた。今度はスケールが違うこの橋を，田中豊の指

導を受けながら構造計算を繰り返し，詳細図面の作図まで

をほぼ,1,人でまとめ，5,か月後に田中豊の承認を得て新潟

県に提出している。もっぱら算盤と計算尺に頼らざるを得

なかった時代に，左右のアーチの推力を釣り合わせる計算

が根気よく繰り返され，絶妙なバランスの万代橋の図面が

出来上がったのである。

万代橋の強さを，改めて認識させてくれたのは，1964

（昭和,39）年の新潟地震である。マグニチュード,7.5，奇し

くも関東大震災のマグニチュード,7.9,に近いエネルギーに

よって，さながら実橋実験のごとく試されたのである。

ラジオでは，新しく架設された昭和大橋は落橋，八千代

橋は通行不可能と報じた。「古い橋」であるはずの万代橋

は，ダメージを受けたものの応急処置により車輌通行可能

とのニュースに，新潟市民はこの橋に救世主の姿を重ねた。

市民が愛してやまない理由がここにもある。

この地震で初めてクローズアップされた液状化現象が，

この橋の直下で発生していたが，復興局のポリシーとして

採用していたニューマチックケーソンがこの試練に耐えた

のである。わが国で初めての，日本人だけによるケーソン

沈設の総指揮を取ったのは，復興局出身の異色のエンジニ

ア正子重三,40,歳，日本における空気潜函工法の師祖である。

萬代
よろずよ

までも

70,余年間，新潟の中心市街地の幹線道路として，厳然た

る風格をもって貢献してきた万代橋。その下流に,2002（平

成,14）年,5,月，側面をなめらかな曲線のファインセラミッ

クスで保護した「柳都
りゅうと

大橋
おおはし

」が誕生した。1,日,6,万,5,000,

台の車の重さに耐えてきた万代橋も，2,万台を妹橋に託し

て少し楽になった今，日本海の強烈な潮風からこの橋を守

ってきた側壁の御影石が，自然石特有の柔らかい光を放ち

ながら，訪れる人々に溌溂とした若き技術者たちの物語を，

静かに語りはじめたようである。

［万代橋諸元］

所在地　　新潟県新潟市（一般国道 7 号）

構造形式　鉄筋コンクリート充腹アーチ橋（6 連）

規模　　　橋長 307 m，幅員 21.9 m

着工　　　1927（昭和 2）年 7 月

竣工　　　1929（昭和 4）年 8 月
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竣工記念写真（記念スタンプ付き）
（新潟県立図書館所蔵）1929（昭和4）年8月

福田武雄自筆の設計計算書原稿 1926（昭和元）年
潜函内の耐荷力試験

1927（昭和2）年冬

姿が現れ始めた万代橋
1929（昭和4）年4月


